
京都三大学�教養教育共同化による
「新しい時代の要請に応じた教養教育」の実践

資料編

京都府立大学

教養教育共同化

教育の
改革
サイクル

京都三大学教養教育研究・推進機構

取組の成果を「京都モデル」として全国の大学へ発信

教養教育共同化施設「稲盛記念会館」

「北山文化環境ゾーン」
京都学・歴彩館、植物園、コンサートホールなど

企画・実践機能

実践例

リベラルアーツセンター

質保証機能

事業計画、
実績等の
報告

運営に
関する
助言等

京都府、
学識経験者、

文化人等

教育ＩＲセンター

京都工芸繊維大学 京都府立医科大学

教育内容開発／
・ 教育理念の深化・構築
・ 「新しい時代の要請に応じたリベラルアーツ科目」や
　「学部、大学の垣根を超えた学際的科目」の企画実施
・ 専門教育や大学院でのリベラルアーツ科目の実施検討
・ 講演会、フォーラムの開催
・ 提言（現代の大学教育において求められる教養教育について）

質保証システムの研究開発／
・ IR の視点から教育データの分析
・ 共同実施事業固有の評価項目・分析手法の検討
・ 科目ナンバリングなどカリキュラムの体系化に関する
　研究
・ 既存の質保証システムとの連携の研究

研究成果のフィードバック／
・ FD の企画・実施（教育手法の向上等）

三
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教
養
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育
運
営
協
議
会

共同化授業
科目の実施

三大学教養教育共同化
単位互換科目の実施

「京都学」、「人間学」など
３大学の特徴を生かした
学際的科目の開講

相手を思いやる心を高める
ことに特化した心理学、
コミュニケーション論等の
科目の開講

「広義の教養」を学ぶ
教養講座・講演の実施

（府民にも公開）

地域の団体・機関と連携した
「異分野・地域連携教育」の実施

ノーベル賞受賞者など
世界的権威による学生
向け講演会の実施

成
果

成
果

連
携

交
流

背景
　地球環境の危機や一地域の変化が全世界の人々に影響を与えるほどのグローバル化の進展により、社会全体の枠
組みが大きくかつ急激に変化している。
　加えて、東日本大震災は多くの尊い命を奪い、生活や産業に深刻な打撃を与えるとともに、それに併発した原子
力発電所の事故は暮らしとエネルギーの問題を投げかけるなど、国民全体が幸福感や社会関係のあり方を深く問い
直す状況が広がっている。
　また一方、被災地では、住民同士の助け合いや国内外からのボランティアによる救援・復興活動が展開されており、
「人を思いやる心」や「人と人との絆の大切さ」が再認識されている。

取組コンセプト
　国公立三大学の教養教育カリキュラムを「共同化」し、それぞれの大学の特徴・強みを生かした質の高い、「新し
い時代の要請に応じた教養教育」を実施する。

人材養成の目標
　次の①～③を備えた人材を養成する。
①異なる価値観や視点を持つ他者と協働する力としてのコミュニケーション能力及び相手を思いやる心
②自ら問題を発見し、それにコミットするとともに、「正解」の存在しない問題についても、学際的な視点に立ち、
多様な見解を持つ他者との対話を通して自身の考えを深め、解決に向かって行動する能力
③グローバルな局面で、文化や言語を異にする他者と交流し協働する能力
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平成 29年度三大学教養教育研究・推進機構　
運営委員会　委員名簿

平成 30年 1月

大学名

三大学教養教育研究・推進機構　運営委員会
担当副学長 リベラルアーツセンター 教育ＩＲセンター 規約第４条第２項による者

職名 氏名 職名 氏名 職名 氏名 職名 氏名 職名 氏名

京都工芸
繊維大学

理事・
副学長 大谷芳夫 基盤科学系　

教授 人見光太郎

センター長
電気電子工学系
教授

　

萩原亮

京都府立
医科大学

副学長 奥田司
生物学
教授

教養教育部長
小野勝彦 物理学　

教授 上原正三 学生部長 田中秀央 看護学科
長 岩脇陽子

京都府立大学

運営委員長

副学長
（教務部長）

　

野口祐子

センター長
生命環境学部
生命分子化学科
教授

　

石田昭人
公共政策学
部福祉社会
学科　教授

中村佐織 教養教育
センター長 菱田哲郎

京都三大学
教養教育研究
・推進機構

特任教授　播磨弘
京都府
公立大学法人
副事務総長

藤澤正典

平成 25年度～

府公立大学法人本部　副事務総長

経営戦略室長

経営戦略室　参事

医大教養課程事務室

教務担当

府大・医大・工繊大
教務担当兼務

府大（総務、建築、
設備）兼務

施設管理担当

京都三大学教養教育研究・推進機構事務局体制

企画・総務担当

機構事務局

工繊大
　総務企画課長
　学務課長
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三大学教養教育共同化推進体制（平成24年〜）

三大学学長会議

京都三大学教養教育研究・推進機構
運営委員会

メンバー
　3 大学副学長
　リベラルアーツセンター教員
　教育 IR センター教員

連携調整
●共同化の充実に関する重要事項の審議
●教養教育科目カリキュラム編成
●教育の質向上対策
●新規科目の拡充検討

教育ＩＲセンター（Ｅ-ＩＲＣ）

メンバー
教育 IR センター長
　同　兼任教員
　同　専任教員

●質保証システムの研究開発
●研究成果のフィードバック（FD）

リベラルアーツセンター（ＬＡＣ）

メンバー
LAC センター長
　同　兼任教員
　同　専任教員

●教育理念の深化・構築
●LA 科目、学際的科目等の企画・実施
●現代の大学教育において求められる教養教育
　についての提言（「京都モデル」の発信）　等

検討チーム

メンバー
　機構・運営委員長
　LAC センター長
　各大学検討チーム
　（教員＋事務担当職員）
　府法人・副事務総長
　機構・事務担当職員

［教務実務］
●学年暦の調整
●共同化科目の検討
●授業実施における課題検討　等

共同化授業実施委員会

メンバー
　LAC センター長
　検討チーム教員
　医大 人文・社会科学分野の教員
　LAC 教員
　事務担当職員

［教育カリキュラム運営］
●共同開講科目の名称・科目内容・
　追加（入替）科目等の検討
●授業担当者間の情報共有・連絡調整　等

三大学教養教育共同化
事務局長等調整会議

メンバー
　府公立大学法人副事務総長
　工繊大事務局長
　府立両大学事務局長
　府公立大学法人経営戦略室長　等

●共同化枠組み調整
●クラブ共同化の促進
●施設の相互利用の調整　等

資料編
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教養教育共同化施設「稲盛記念会館」

　この教養教育共同化施設「稲盛記念会館」は、その名のとおり教養教育共同化の中心となる施設です。
共同化の取組を支援する京都府において、新たな文化・学術・環境を発信する「北山文化環境ゾーン」整
備のメイン施設の一つとして、平成24年10月に建設着工され、平成26年夏に完成。平成26年度の後期
授業から使用しています。
　この施設を拠点として、三大学の学生が一堂に会して学び、教職員や府民の皆さまとの多様な交流が広
がることが期待されています。
　この施設の建設につきましては、その趣旨に御賛同いただきました京セラ株式会社名誉会長 稲盛和夫様
から、京セラ株式会社の創業の地である京都府に対して多額の御寄附をいただきました。

■ 所 在 地　京都市左京区下鴨半木町 1 番 5

■ 総 工 事 費　約 28 億円

■ 工 事 期 間　平成 24 ～ 26 年度

■ 構造・規模　鉄筋コンクリート造り　陸屋根　地下 1 階 地上 3 階建て　　延床面積　9,088.73㎡

■ 主な整備内容
○ 三大学学生が一緒に学ぶ豊かな学修空間の創出
　・豊富な教養教育が提供できる講義施設の整備
　　マスプロ教育を避けるため 200 人規模を最大に 17 教室を整備（同時に最大 1700 人程度収容可）
　・京都府立医科大学教養教育施設（花園学舎）の移転（研究室、実習室など）
　・多様な学修環境の充実
　　視聴覚室（108 人程度）、コンピューター室（80 人程度）、研究ゼミ室（各 16 人：３室）
　・自学自修環境の充実
　　自習室（60 人、37 人：2 室）

○ 府民等との交流スペースの整備　　　　　　　 　
　・三大学の学生・教員間の交流の場であり、かつ、府民の皆さまが気軽に利用できるレストラン
　・稲盛記念展示室

○ 京都議定書の街にふさわしい環境に配慮した建物、ゆとりある空間
　・エコボイド（吹き抜け空間を各階の自然換気、自然採光に利用）
　・雨水・井水の雑用水利用
　・太陽光パネル設置
　・ゆとりある廊下
　・大型ガラス窓による植物園の緑や自然採光を活かしたリフレッシュ空間の創出

1 設 置 趣 旨

2 建物の概要

■ 建物ゾーニング

学生講義室フロア2階 

コンピューター室

研究室 化学実習室

テラス

吹抜

研究室 生物学実習室
研究室

研究ゼミ室
１ 2 3

物理学実習室

実験準備室

実験室

実験準備室実験準備室

EV

階 段

研究室WC
WC

階 段

修士課程学生研究
スペース

階 段

吹抜

203
講義室

(120人）(108人）

204
講義室

（99人）

205
講義室

（99人）

206
講義室

（99人）

208
講義室

（120人）

207
講義室

（60人）

209
講義室

（60人）

210
講義室

（120人）

211
講義室

（36人）

201
講義室
(60人）

202
講義室

（60人） （60人）
自習室2 会議室 視聴覚室

大廊下

WC
WC

階 段

階 段

EV

階 段

105 
講義室
(99人)

106
講義室
(99人)

101 
講義室

(99人）(37人）

102
 講義室

（174人）

WC
WC

WCWC

104 
講義室

(196人）メインホール

レストラン

メインキッチン

メイン出入口

出入口

103 
講義室

（174人）
出入口

出入口

出入口

事務室自習室1 講師控室

大廊下

EV

稲盛記念
展示室

階 段

階 段

階 段

稲盛記念展示室 レストラン 104 講義室（196人）

自習室 2 視聴覚室

コンピューター室 研究ゼミ室 1 生物学実習室

研究等フロア3階 

府民利用・学生交流フロア1階 

　講義室６室
　・１９６人：１室
　・１７４人：２室
　・　９９人：３室
　自習室（３７人）
　稲盛記念展示室
　レストラン
　事務室

　講義室１１室
　・１２０人：３室
　・　９９人：３室
　・　６０人：４室
　・　３６人：１室
　自習室（６０人）

（１６人：３室）

　視聴覚室

京都府立医科大学
・研究室
・化学実習室
・生物学実習室
・物理学実習室
・実験準備室
・コンピューター室
　研究ゼミ室

207 講義室（60 人）

（16人） （16人）（16人）

教養教育共同化施設「稲盛記念会館」
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会議の審議状況

□ 副学長・センター長会議 審議状況
開催日時 開催場所 審議事項

平成 29年 5月 17日（水）
午前 10時 30分～午前 11時 40分

【副学長会議】

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」3階
研究ゼミ室 3

【協議・報告等】
（1）教育 IR センター長の選考
（2）大学間連携共同教育推進事業　事後評価調書について（報告）
（3）平成 29年度前期　履修登録状況について（報告）
（4）今年度実施事業について（意見交換）

平成 29年 6月 21日（水）
午後 1時 00分～午後 2時 20分

【両センター長会議】

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」3階
研究ゼミ室 2

【協議・報告等】
（1）平成 29年度事業の具体的展開について
（2）アンケートの集約について

平成 29年 8月 3日（木）
午後 4時 10分～午後 5時 40分

【副学長会議】

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」3階
研究ゼミ室 1

【協議・報告等】
（1）平成 29年度後期の新規科目について
（2）平成 30年度の新規科目について
（3）平成 29年度事業の実施について
（4）平成 30年度事業について

平成 29年 8月 10日（木）
午前 10時 30分～午前 12時 00分

【両センター長会議】

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」3階
研究ゼミ室 2

【協議・報告等】
（1）1 年次生アンケートの学生への回答について
（2）平成 29 年度京都三大学教養教育共同化における主な事業

について
（3）共同化科目担当者会議について
（4）新規科目等について

平成 29年 11月 17日（金）
午後 4時 10分～午後 5時 40分

【副学長・両センター長会議】

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」3階
研究ゼミ室 3

【協議・報告等】
（1）平成 29年度における履修登録者の状況について
（2）平成 30年度共同化科目の調整状況について
（3）学生主体の新入生歓迎講演会について
（4）平成 30年度における三大学事業について

平成 29年 12月 22日（金）
午後 4時 10分～午後 4時 40分

【副学長会議】

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」3階
研究ゼミ室 3

【協議・報告等】
（1）平成 30年度予算・事業計画について

平成 30年 2月 23日（金）
午前 9時 00分～午前 10時 20分

【副学長会議】

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」3階
研究ゼミ室 2

【協議・報告等】
（1）平成 30年度予算・事業計画について
（2）当面のスケジュールについて

□ 運営委員会 審議状況
開催日時 開催場所 審議事項

平成 29年 5月 25日（木）
午前 9時 00分～午前 10時 15分

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」2階
会議室

【開会】
（1）平成 29年度運営委員等の紹介
（2）教育 IR センター長選任の報告
【協議・報告等】
（1）教養教育共同化に係る平成 29 年度における主な事業につ

いて
（2）平成 29 年度前期教養教育共同化授業の履修登録者の状況

について
（3）大学間連携共同教育推進事業　事後評価調書の提出につい

て
（4）その他
　　・各種アンケートの取りまとめ・分析等について
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開催日時 開催場所 審議事項

平成 29年 8月 2日（水）
午後 4時 00分～午後 5時 10分

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」2階
会議室

【協議・報告等】
（1）平成 30年度学年暦について
（2）宿泊研修について
（3）「生命科学講話」の工繊大センターホールでの実施について
（4）リベラルアーツセンターからの報告
（5）教育 IR センターからの報告
（6）その他
　　・京都府公立大学法人学生地域活動支援事業について
　　・共同化科目担当者会議について
　　・後期上回生向け共同化科目について

平成 29年 10月 16日（月）
午後 4時 10分～午後 5時 00分

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」2階
会議室

【協議・報告等】
（1）平成 29年度後期共同化科目定員調整状況について
（2）平成 30年度共同化科目について
（3）リベラルアーツセンターからの報告
（4）教育 IR センターからの報告
（5）その他
　　・「大学間連携共同教育推進事業」事後評価の状況について
　　・平成 29年度報告書編集委員会について

平成 29年 12月 27日（水）
午後 1時 00分～午後 2時 20分

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」2階
211 講義室

【協議・報告等】
（1）平成 30年度共同化科目について
（2）平成 30年度三大学教養教育共同化単位互換科目について
（3）平成 29年度後期試験教室配当（案）について
（4）平成 29 年度後期教養教育共同化授業の履修登録状況（確

定版）について
（5）平成 29年度活動報告書の構成について
（6）リベラルアーツセンターからの報告
（7）教育 IR センターからの報告
（8）その他
　　・学生主体の新入生歓迎講演会の準備状況について
　　・平成 29年度第 1回公立大学学長会議の資料について
　　・「大学間連携共同教育推進授業」事後評価について

平成 30年 3月 28日（水）
午後 1時 00分～午後 2時 20分（予定）

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」2階
会議室

【協議・報告等】
（1）平成 30年度予算（案）・事業計画（案）について
（2）留意事項について
（3）文部科学省大学間連携共同教育推進事業事後評価につい

て

□ リベラルアーツセンター会議 審議状況
開催日時 開催場所 審議事項

平成 29年 9月 7日（木） メール会議 【協議・報告等】
（1）LACの今後の方向性について　懸案事項を洗い出し、対応

策について協議した。
　　具体的な課題としては、
　　・受講率の低い科目のリベラルアーツゼミナール化
　　・講義内容の質の向上
　　・新規科目の開講
　　・前後期の開講科目数のバランス
　　・大人数が受講する生命科学講話の開講場所と補助スタッ

フの配置
　　など

平成 29年 10月 13日（金） メール会議 【協議・報告等】
（1）宿泊研修について
　　・宿泊研修の報告と課題や今後の対応等についての議論
（2）30年度新規開講科目について
　　・防災関連科目の構想についての議論
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開催日時 開催場所 審議事項

平成 29年 11月 30日（木） メール会議 【協議・報告等】
（1）授業アンケート記載項目について
　　これまで府立大の学生に学科を記載するよう求めていた項
目を廃止することを議論のうえで決定

平成 29年 12月 22日（金） メール会議 【協議・報告等】
（1）FAQについて
　　FAQの原案を議論のうえで作成

□ 教育 IR センター会議 審議状況
日時 場所 審議事項

平成 29年 5月 25日（木）
午前 9時 00分～午前 10時 15分

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」2階
会議室

【協議・報告等】
センター長と各委員の初回コンタクト

平成 29年 7月 21日（金）、
7月 26日（水）～ 7月 27日（木）

メール会議 【協議・報告等】
前年度 1年次生アンケートと教員アンケートの結果の整理につ
いて

平成 29年 8月 17日（木）
～ 8月 19日（土）

メール会議 【協議・報告等】
本年度「共同化科目担当者会議」の実施計画について

平成 29年 12月 1日（金） メール会議 【協議・報告等】
2017 年度後期からの授業アンケート内容の一部変更について

平成 29年 12月 20日（水）
～ 12月 22日（金）

メール会議 【協議・報告等】
次年度のアンケート実施方式の一部変更、およびそれに関連し
た運営委員会（12/27）提出用資料について

□ 共同化科目担当者会議
開催日時 開催場所 内　　容

平成 29年 10月 30日（月）
午後 5時 50分～午後 7時 30分

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」1階
106 講義室

【教育 IRセンターからの報告】
実施アンケートその他について
【科目担当者からの報告】
・数学史と教養教育について
・ドイツ映画を用いて、相互の意見の確認と議論の喚起
・文芸創作論と受講生
【意見交換等】
・学生の歴史や政治に対する知識量と教育について
・文系学生に対する理系科目の授業の工夫について
・成績評価方法について
・優秀な学生レポートの公表について
・時間割の受講案内掲載時の工夫について
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平成29年度京都三大学教養教育共同化科目受講案内（抜粋）

共同化科目の履修について

共同化科目とは
京都工芸繊維大学、京都府立大学、京都府立医科大学の各大学が教養科目を相互に提供し、提供された
すべての科目を各大学が自大学の科目としている科目群です。

１　単　位
共同化科目は、各大学の正規科目であり、修得した場合の単位は、各大学の規定に則り付与されます。

２　授業日
下表のとおり、原則として月曜日に開講されます。月曜日が休祭日に伴う他の曜日への振替もあります
ので、注意してください。前後期とも最終週が試験日になります。

前
　 

期

　平成２９年
　　４月：１０日、１７日、２４日
　　５月：１日、８日、１５日、２２日、２９日
　　６月：５日、１２日、１９日、２６日
　　７月：３日、１０日、２４日、３１日（試験日）

後 

　期

　　１０月：２日、１６日、２３日、３０日
　　１１月：６日、１３日、２０日、２７日
　　１２月：４日、１１日、１８日
　平成３０年
　　１月：９（火）、１５日、２２日、２９日
　　２月：５日（試験日）

３　授業時間
月曜日に行われます。（各授業科目の開講時限（コース）は、巻末の時間割を参照のこと。）

時限（コース） １ ２ ３ ４ ５
時間 8：50～ 10：20 10：30～ 12：00 12：50～ 14：20 14：30～ 16：00 16：10～ 17：40

４　開講場所について
共同化科目は、原則として府立大学下鴨キャンパス敷地内の教養教育共同化施設「稲盛記念会館」にて
開講されます。

５　履修の手続き
４～５頁の「平成２９年度 授業科目の履修定員」などを参照の上、各大学において必要な履修登録の
手続きを行ってください。

６　試　験
定期試験は、上記２に掲げた「試験日」に、それぞれ授業の時間割どおり実施します。試験に関して必
要なことは、試験の前に別途お知らせします。

７　休講基準
共同化科目の授業について、暴風警報等が発令された場合など次のいずれかの一つに該当する場合は授
業を休講とします。
①　京都市又は京都市を含む地域に気象等に関する特別警報又は暴風警報が発令された場合
②　京都市営バス及び地下鉄が全面停止の場合
③　  ＪＲ西日本(京都駅発着の在来線)、阪急電鉄（梅田－河原町間）、京阪電鉄（淀屋橋又は中之島－出

町柳間）及び近鉄（西大寺－京都間）の４交通機関のうち３以上の運行が停止の場合

警報の解除又は交通機関の運行再開（以下「解除等」という。）に伴う授業の取扱いは次のとおりです。
①　午前　６時３０分までに解除等となった場合・・・平常どおり授業を実施
②　午前１０時３０分までに解除等となった場合・・・午後の授業を実施

休講及び授業実施のお知らせは、各大学からそれぞれの連絡方法によりお知らせします。

上記の基準は、共同化科目に適用されるものであり、各大学で開講される授業の休講基準は、大学ごと
に異なる点がありますので、各大学の基準に従ってください。

京都三大学教養教育共同化科目受講案内3
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平成29年度 授業科目の履修定員
　共同化科目について、下表のとおり科目ごとに科目定員が定められ、各大学の定員枠も設定されています。
　履修登録は、各所属大学の日程にしたがって、各所属大学で行います。希望者が多く各大学の定員枠を超える場合には、
大学ごとに抽選を行い、履修者を決定します。抽選の結果、履修できない場合もありますので、あらかじめご了承ください。
　なお、皆さんの履修希望がより多く実現できるよう、履修登録の状況を踏まえ、各大学の定員枠を調整したり、科目定
員を変更したりする場合があります。
　履修登録の際には、前後に履修する授業に支障が出ないよう、また、安全に移動できるよう、共同化施設までの交通手
段や所属大学からの所要時間を十分考慮するようにしてください。

前期 授業科目の履修定員

科　目　名 担当教員 科目定員 うち工繊大 うち府大 うち医大
比較宗教学 工・長岡 174 87 58 29
日本史 工・鬼頭 99 50 33 16
アジアの歴史と文化 府・井上 99 37 50 12
日本文学Ⅰ 医・早川 99 29 20 50
日本近現代文学 工・高木 99 50 33 16
西洋文学論 工・山下大 99 50 33 16
美と芸術 工・三木順 174 87 58 29
日本近代精神史 工・伊藤 99 50 33 16
フランス語圏の文化とジャポニスム(※２回生以上) 工・吉川 30 15 10 5
映画で学ぶドイツ語と文化(※３回生以上) 府･青地 30 11 15 4
京都の歴史Ⅰ 府・菱田ほか 299 113 149 37
京都の文学Ⅰ 府・赤瀬 99 37 50 12
人文地理学Ⅰ 医・阿部ほか 120 36 24 60
社会学Ⅰ 府・井口 120 45 60 15
国際政治 府・依田 99 37 50 12
心理学 工・大谷 196 98 66 32
現代社会とジェンダー 府・小沢ほか 120 45 60 15
人権教育 工･杉本 99 50 33 16
現代教育論 工・塩屋 174 87 58 29
食環境をめぐる国際社会と日本 府・宗田ほか 120 45 60 15
近代京都と三大学 機構・宗田ほか 99 33 33 33
現代京都論 府・大島 120 45 60 15
医史学 医・八木 204 58 39 107
現代社会に学ぶ問う力・書く力a（リベラルアーツ・ゼミナール） 機構・児玉 30 10 10 10
経営哲学(リベラルアーツ・ゼミナール)(※２回生以上) 機構・児玉 30 10 10 10
物理学Ⅰ 府・春山 99 37 50 12
化学概論Ⅰ 工・三木定 99 50 33 16
生物学概論Ⅰ 工・疋田 99 50 33 16
人と自然と数学α 工・峯 120 60 40 20
生物学的人間学 医・小野ほか 204 61 41 102
環境問題と持続可能な社会 工・山田 174 87 58 29
食と健康の科学 府・東ほか 174 65 87 22
キャンパスヘルス概論 工・荒井 196 98 66 32
エネルギー科学 工・林 99 50 33 16
現代科学と倫理 府・岩崎 99 37 50 12
京都の自然と森林 府・高原ほか 174 65 87 22

◇　夏期集中開講科目の履修定員
現代イスラーム世界の文化と社会（リベラルアーツ・ゼミナール） 機構・田村 30 10 10 10
感性の実践哲学（リベラルアーツ・ゼミナール） 機構・桑子 30 10 10 10
発達心理学 医・小川 174 52 35 87
現代社会と映画製作（リベラルアーツ・ゼミナール） 機構・長坂 30 10 10 10
生命科学講話 府・塚本ほか 設けない
時間生物学特論（※3回生以上（修士課程大学院生を含む）） 医・八木田 30 9 6 15
京野菜を栽培する(リベラルアーツ･ゼミナール) 府・間藤 30 10 10 10

京都三大学教養教育共同化科目受講案内5
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後期 授業科目の履修定員

科　目　名 担当教員 科目定員 うち工繊大 うち府大 うち医大
哲学 工・伊藤 174 87 58 29
宗教と文化 医・田中 99 29 20 50
東西文化交流史 工・オーガスティン 174 87 58 29
ヨーロッパの歴史と文化 府・阿部ほか 174 65 87 22
ラテン語 医・松本 99 29 20 50
西洋文化論 工・山下太 120 60 40 20
日本文学Ⅱ 医・早川 99 29 20 50
文芸創作論 医・藤田 120 36 24 60
映画で学ぶ英語と文化(※３回生以上) 府・出口 30 11 15 4
京都の歴史Ⅱ 府・小林ほか 299 113 149 37
京都の文学Ⅱ 府・赤瀬 99 37 50 12
京の意匠 工・並木 99 50 33 16
英語で京都（※3回生以上） 機構・金澤 30 10 10 10
京都学･歴彩館ゼミ(リベラルアーツ･ゼミナール)(※２回生以上) 機構・藤本ほか 30 10 10 10
科学と思想（リベラルアーツ・ゼミナール） 工・林 30 10 10 10
人文地理学Ⅱ 医・春日 174 52 35 87
社会学Ⅱ 府・井口 120 45 60 15
政治学 工・竹本 99 50 33 16
経済学入門 工・人見 99 50 33 16
生活と経済 府・小沢 99 37 50 12
現代社会と心 府・石田 196 74 98 24
環境と法 工・鳥谷部 120 60 40 20
京の産業技術史 工・山田 99 50 33 16
京都の経済 府・川勝 120 45 60 15
現代社会に学ぶ問う力・書く力b(リベラルアーツ・ゼミナール) 機構・児玉 30 10 10 10
社会科学の学び方（リベラルアーツ・ゼミナール） 機構・児玉 30 10 10 10
化学概論Ⅱ 工・石川 99 50 33 16
生物学概論Ⅱ 工・疋田 99 50 33 16
地球の科学 工・酒井 174 87 58 29
人と自然と数学β 工・朝田 99 50 33 16
人と自然と物理学 工・萩原ほか 99 50 33 16
意外と知らない植物の世界 機構・松谷ほか 51 17 17 17
科学史 工・大西 99 50 33 16
医学概論(※２回生以上の工繊大・府大生が対象) 医・渡邊ほか 99 59 40 ー
環境論 機構・田中 196 55 55 86
京都の農林業 府・寺林ほか 196 74 98 24
製品の機能から科学を学ぶ（リベラルアーツ・ゼミナール） 機構・石田 30 10 10 10

◇　冬期集中開講科目の履修定員
アメリカと中国はいま（リベラルアーツ・ゼミナール） 機構・脇田 30 10 10 10
　担当教員欄の「工」、「府」、「医」、「機構」は、科目提供大学を示し、それぞれ京都工芸繊維大学、京都府立大学、京都府立医科大学、京都
三大学教養教育研究・推進機構です。

京都三大学教養教育共同化科目受講案内 6
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平成29年度　共同化科目開講時間割
前　期 

後　期 

集中開講

提供大学等 機　構 京都工芸繊維大学 京都府立大学 京都府立医科大学
開講場所

 曜日・コース 教養教育共同化施設「稲盛記念会館」ほか

月

　
　
　
　
　曜

2
10:30 ～ 12:00

フランス語圏の文化とジャポニスム
(※２回生以上）(吉川順子）

映画で学ぶドイツ語と文化
(※３回生以上）(青地伯水）

3

12:50 ～ 14:20

現代社会に学ぶ問う
力・書く力a

（リベラルアーツ・
ゼミナール）
(児玉英明）

日本近代精神史（伊藤 徹） 京都の歴史Ⅰ（菱田哲郎ほか）

医史学（八木聖弥） 
国際政治（依田 博）現代教育論（塩屋葉子） 
現代京都論（大島祥子） 

生物学概論Ⅰ（疋田 努） 物理学Ⅰ（春山洋一） 
環境問題と持続可能な社会（山田 悦） 社会学Ⅰ（井口 暁）

4

14:30 ～ 16:00

近代京都と三大学
（宗田好史ほか）

日本近現代文学（高木 彬）
京都の文学Ⅰ（赤瀬信吾） 日本文学Ⅰ（早川久美子）

美と芸術（三木順子） 
人文地理学Ⅰ（阿部美香ほか）化学概論Ⅰ（三木定雄）

食と健康の科学（東あかね ほか）人と自然と数学α（峯 拓矢）
生物学的人間学（小野勝彦ほか）キャンパスヘルス概論（荒井宏司）

5

16:10 ～ 17:40

経営哲学
（リベラルアーツ・
ゼミナール）

（※２回生以上）
（児玉英明）

比較宗教学（長岡徹郎） アジアの歴史と文化（井上直樹）
日本史（鬼頭尚義） 現代社会とジェンダー（小沢修司ほか）
西洋文学論（山下大吾）

食環境をめぐる国際社会と日本（宗田好史ほか）
心理学（大谷芳夫） 

京都の自然と森林（高原 光ほか）エネルギー科学（林 哲介）
現代科学と倫理（岩崎豪人）人権教育（杉本弘幸）

提供大学等 機　構 京都工芸繊維大学 京都府立大学 京都府立医科大学
開講場所

 曜日・コース 教養教育共同化施設「稲盛記念会館」ほか

月

　
　
　
　
　曜

1
8:50 ～ 10:20

医学概論(※２回生以上の工繊大・
府大生が対象）（渡邊能行ほか）

2
10:30 ～ 12:00

環境論(田中和博）
映画で学ぶ英語と文化
(※３回生以上）(出口菜摘）

京都学・歴彩館ゼミ
(リベラルアーツ・ゼミナール）
(※２回生以上）（藤本仁文ほか）

3
12:50 ～ 14:20

社会科学の学び方
（リベラルアーツ・ゼミナール）
(児玉英明）

哲学（伊藤 徹） 京都の歴史Ⅱ
（小林啓治ほか）

文芸創作論（藤田佳信）

東西文化交流史（オーガスティン・ジョナサン）
製品の機能から科学を学ぶ

（リベラルアーツ・ゼミナール）
（石田昭人）

京の意匠（並木誠士） 京都の経済
（川勝健志）政治学（竹本知行）

意外と知らない植物の
世界（松谷 茂ほか）

科学史（大西琢朗） 社会学Ⅱ
（井口 暁）生物学概論Ⅱ（疋田 努）

4
14:30 ～ 16:00

科学と思想（リベラルアーツ・ゼミナール）（林 哲介） ヨーロッパの歴史と文化（阿部択児ほか） 宗教と文化（田中純子）
環境と法（鳥谷部壌） ラテン語（松本加奈子)

京都の文学Ⅱ（赤瀬信吾）
人と自然と数学β（朝田 衞） 日本文学Ⅱ（早川久美子）

現代社会と心（石田正浩）人と自然と物理学（萩原 亮ほか） 人文地理学Ⅱ（春日あゆか）

5
16:10 ～ 17:40

現代社会に学ぶ問う力・書く力b
（リベラルアーツ・ゼミナール）
(児玉英明）

西洋文化論（山下太郎）
生活と経済（小沢修司）経済学入門（人見光太郎）

京の産業技術史（山田由希代）

京都の農林業（寺林 敏ほか）英語で京都
（※３回生以上）（金澤 哲）

化学概論Ⅱ（石川洋一）
地球の科学（酒井 敏）

夏　期

現代イスラーム世界の文化と社会（リベラルアーツ・ゼミナール）（田村うらら）（８月１１日　２～５コース、１２日　１～４コース） 機構
現代社会と映画製作(リベラルアーツ・ゼミナール）（長坂 勉）（８月１７～１８日、８月２４～２５日　各３・４コース） 機構
感性の実践哲学（リベラルアーツ・ゼミナール）（桑子敏雄）（８月２２日～２３日　各２～５コース） 機構
生命科学講話（塚本康浩ほか）（８月２８日～３０日　各２～５コース、８月３１日　２～４コース） 府大
時間生物学特論（※３回生以上（修士課程大学院生を含む。））（八木田和弘）（９月４日～５日　各１～４コース） 医大
発達心理学（小川恭子）（９月５日～７日　各１～５コース） 医大

８月～１２月 京野菜を栽培する(リベラルアーツ・ゼミナール)(間藤 徹）京野菜を栽培する（リベラルアーツ・ゼミナール）（間藤 徹）
（８月５日、６日、２６日、２７日各１～２コース、１０月１日、１１月３日、１２月２３日、１２月２４日各４～５コース）

府大

冬　期 アメリカと中国はいま（リベラルアーツ・ゼミナール）（脇田哲志）（１２月２５日　１～４コース、２６日　２～５コース） 機構

平成29年度

京 都 三 大 学

教養教育共同化科目

受 講 案 内

平
成
二
十
九
年
度

　京
都
三
大
学
教
養
教
育
共
同
化
科
目
受
講
案
内

京
都
三
大
学
教
養
教
育
研
究
・
推
進
機
構

　京
都
工
芸
繊
維
大
学

　京
都
府
立
大
学

　京
都
府
立
医
科
大
学

京都三大学教養教育共同化科目受講案内29
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京都三大学教養教育研究・推進機構��授業アンケート
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京都三大学教養教育研究・推進機構　1年次生アンケート

94



資
料
編

資料編

95








	表1
	白ページ
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